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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のデータパケットセッションに付いて、ワイヤレス通信ネットワークによってポリ
シー規則をユーザ機器に提供する方法であって、
　ワイヤレスデータパケット通信に付いて、アクセスノードにおいて、アクセスポリシー
施行機能によって提供されたＩＰアドレスを取得することによって、ユーザ機器（ＵＥ）
に対する第１のインターネットプロトコル（ＩＰ）セッションを確立することと、
　前記ワイヤレスデータパケット通信に付いて、前記第１のセッションの前記ＩＰアドレ
スを、前記アクセスノードと離れたコアポリシー施行機能によって提供されたホームアド
レス（ＨｏＡ）とバインドすることによって、ＵＥに対する第２のＩＰセッションをイン
スタンス生成することと、
　前記第１および第２のＩＰセッションの前記確立を、ポリシー規則機能に通信すること
と、
　前記第２のＩＰセッションのインスタンス生成に応答して、前記第１のセッションの関
連付けられたＩＰアドレスを、前記ポリシー規則機能に通信することと、
　前記ポリシー規則がそこで施行される必要がある前記ポリシー施行機能を特定するため
に、前記第１および前記第２のセッションを結びつけることとを具備する方法。
【請求項２】
　ホームエージェントにおいて、バインディング更新（ＢＵ）をＵＥから受信することと
、
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　クレジット制御要求（ＣＣＲ）を登録されたＩＰアドレスでもって送信することによっ
て、第１のＩＰセッションの前記確立、および第２のＩＰセッションと前記第１のＩＰセ
ッションの前記ＩＰアドレスに関係付けられたＨｏＡの前記インスタンス生成を前記ポリ
シー規則機能に通信することとを更に具備する請求項１記載の方法。
【請求項３】
　第２のアクセスゲートウェイとの以前のセッションが、前記ＵＥについて存在していた
ことを、前記ポリシー規則機能において決定することと、
　前記第２のアクセスゲートウェイにおいて、ポリシー規則機能で開始された第２のアク
セスポリシー施行機能への通信を通して、前記以前のセッションを変更することとを更に
具備する請求項１記載の方法。
【請求項４】
　前記以前のセッションを、終了することによって変更することを更に具備する請求項３
記載の方法。
【請求項５】
　ユーザ機器から前記ポリシー規則機能にフィルタリング情報を通信することと、
　前記フィルタリング情報を反映するポリシー規則を決定することとを更に具備する請求
項１記載の方法。
【請求項６】
　複数のデータパケットセッションに付いて、ワイヤレス通信ネットワークによってポリ
シー規則をユーザ機器に提供する少なくとも１つのプロセッサであって、
　ワイヤレスデータパケット通信に付いて、アクセスノードにおいて、アクセスポリシー
施行機能によって提供されたＩＰアドレスを取得することによって、ユーザ機器（ＵＥ）
に対する第１のインターネットプロトコル（ＩＰ）セッションを確立する第１のモジュー
ルと、
　前記ワイヤレスデータパケット通信に付いて、前記第１のセッションの前記ＩＰアドレ
スを、前記アクセスノードと離れたコアポリシー施行機能によって提供されたホームアド
レス（ＨｏＡ）とバインドすることによって、ＵＥに対する第２のＩＰセッションを確立
する第２のモジュールと、
　前記第１および第２のＩＰセッションの前記確立を、ポリシー規則機能に通信する第３
のモジュールと、
　前記第２のＩＰセッションの確立または更新に応答して、前記第１のセッションの前記
関連付けられたＩＰアドレスを、前記ポリシー規則機能に通信する第４のモジュールと、
　前記ポリシー規則がそこで施行される必要がある前記ポリシー施行機能を特定するため
に、前記第１および第２のセッションを結びつける第５のモジュールとを具備する少なく
とも１つのプロセッサ。
【請求項７】
　ホームエージェントにおいて、バインディング更新（ＢＵ）をＵＥから受信することと
、
　クレジット制御要求（ＣＣＲ）を登録されたＩＰアドレスでもって送信することによっ
て、第１のＩＰセッションの前記確立、および第２のＩＰセッションと前記第１のＩＰセ
ッションに関係付けられたＨｏＡの前記インスタンス生成を前記ポリシー規則機能に通信
することとを更に具備する請求項６記載の少なくとも１つのプロセッサ。
【請求項８】
　第２のアクセスゲートウェイとの以前のセッションが、前記ＵＥについて存在していた
ことを、前記ポリシー規則機能において決定するモジュールと、
　前記第２のアクセスゲートウェイにおいて、ポリシー規則機能で開始された第２のアク
セスポリシー施行機能への通信を通して、前記以前のセッションを変更するモジュールと
を更に具備する請求項６記載の少なくとも１つのプロセッサ。
【請求項９】
　前記以前のセッションを、終了することによって変更することを更に具備する請求項８



(3) JP 5054202 B2 2012.10.24

10

20

30

40

50

記載の少なくとも１つのプロセッサ。
【請求項１０】
　ユーザ機器から前記ポリシー規則機能にフィルタリング情報を通信するモジュールと、
　前記フィルタリング情報を反映するポリシー規則を決定するモジュールとを更に具備す
る請求項６記載の少なくとも１つのプロセッサ。
【請求項１１】
　複数のデータパケットセッションに付いて、ワイヤレス通信ネットワークによってポリ
シー規則をユーザ機器に提供するコンピュータプログラム製品であって、
　ワイヤレスデータパケット通信に付いて、アクセスノードにおいて、アクセスポリシー
施行機能によって提供されたＩＰアドレスを取得することによって、ユーザ機器（ＵＥ）
に対する第１のインターネットプロトコル（ＩＰ）セッションを確立するようにコンピュ
ータにさせるコードの第１のセットと、
　前記ワイヤレスデータパケット通信に付いて、前記第１のセッションの前記ＩＰアドレ
スを、前記アクセスノードと離れたコアポリシー施行機能によって提供されたホームアド
レス（ＨｏＡ）とバインドすることによって、ＵＥに対する第２のＩＰセッションを確立
するように前記コンピュータにさせるコードの第２のセットと、
　前記第１および第２のＩＰセッションの確立を、ポリシー規則機能に通信するように前
記コンピュータにさせるコードの第３のセットと、
　前記第２のＩＰセッションの前記確立または更新に応答して、前記第１のセッションの
前記関連付けられたＩＰアドレスを、前記ポリシー規則機能に通信するように前記コンピ
ュータにさせるコードの第４のセットと、
　前記ポリシー規則がそこで施行される必要がある前記ポリシー施行機能を特定するため
に、前記第１および第２のセッションを結びつけるように前記コンピュータにさせるコー
ドの第５のセットと
　を備えるコンピュータ可読記憶媒体
　を具備するコンピュータプログラム製品。
【請求項１２】
　ホームエージェントにおいて、バインディング更新（ＢＵ）をＵＥから受信するように
前記コンピュータにさせるコードのセットと、
　クレジット制御要求（ＣＣＲ）を登録されたＩＰアドレスでもって送信することによっ
て、第１のＩＰセッションの前記確立、および第２のＩＰセッションと前記第１のＩＰセ
ッションの前記ＩＰアドレスに関係付けられたＨｏＡの前記インスタンス生成を前記ポリ
シー規則機能に通信するように前記コンピュータにさせるコードのセットとを更に具備す
る請求項１１記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項１３】
　第２のアクセスゲートウェイとの以前のセッションが、前記ＵＥについて存在していた
ことを、前記ポリシー規則機能において、決定するように前記コンピュータにさせるコー
ドのセットと、
　前記第２のアクセスゲートウェイにおいて、ポリシー規則機能で開始された第２のアク
セスポリシー施行機能への通信を通して、前記以前のセッションを変更するように前記コ
ンピュータにさせるコードのセットとを更に具備する請求項１１記載のコンピュータプロ
グラム製品。
【請求項１４】
　前記以前のセッションを、終了することによって変更するように前記コンピュータにさ
せるコードのセットを更に具備する請求項１３記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項１５】
　ユーザ機器から前記ポリシー規則機能フィルタリング情報に通信するように前記コンピ
ュータにさせるコードのセットと、
　前記フィルタリング情報を反映するポリシー規則を決定するように前記コンピュータに
させるコードのセットとを更に具備する請求項１１記載のコンピュータプログラム製品。
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【請求項１６】
　複数のデータパケットセッションに付いて、ワイヤレス通信ネットワークによってポリ
シー規則をユーザ機器に提供する装置であって、
　ワイヤレスデータパケット通信に付いて、アクセスノードにおいて、アクセスポリシー
施行機能によって提供されたＩＰアドレスを取得することによって、ユーザ機器（ＵＥ）
に対する第１のインターネットプロトコル（ＩＰ）セッションを確立する手段と、
　前記ワイヤレスデータパケット通信に付いて、前記第１のセッションの前記ＩＰアドレ
スを、前記アクセスノードと離れたコアポリシー施行機能によって提供されたホームアド
レス（ＨｏＡ）とバインドすることによって、ＵＥに対する第２のＩＰセッションを確立
する手段と、
　前記第１および第２のＩＰセッションの前記確立を、ポリシー規則機能に通信する手段
と、
　前記第２のＩＰセッションの確立または更新に応答して、前記第１のセッションの前記
関連付けられたＩＰアドレスを、前記ポリシー規則機能に通信する手段と、
　前記ポリシー規則がそこで施行される必要がある前記ポリシー施行機能を特定するため
に、前記第１および第２のセッションを結びつける手段とを具備する装置。
【請求項１７】
　ホームエージェントにおいて、バインディング更新（ＢＵ）をＵＥから受信する手段と
、
　クレジット制御要求（ＣＣＲ）を登録されたＩＰアドレスでもって送信することによっ
て、第１のＩＰセッションの前記確立、および第２のＩＰセッションと前記第１のＩＰセ
ッションの前記ＩＰアドレスに関係付けられたＨｏＡの前記インスタンス生成を前記ポリ
シー規則機能に通信する手段とを更に具備する請求項１６記載の装置。
【請求項１８】
　第２のアクセスゲートウェイとの以前のセッションが、前記ＵＥについて存在していた
ことを、前記ポリシー規則機能において決定する手段と、
　前記第２のアクセスゲートウェイにおいて、ポリシー規則機能で開始された第２のアク
セスポリシー施行機能への通信を通して、前記以前のセッションを変更する手段とを更に
具備する請求項１６記載の装置。
【請求項１９】
　前記以前のセッションを、終了することによって変更することを更に具備する請求項１
８記載の装置。
【請求項２０】
　ユーザ機器から前記ポリシー規則に機能フィルタリング情報を通信する手段と、
　前記フィルタリング情報を反映するポリシー規則を決定する手段とを更に具備する請求
項１６記載の装置。
【請求項２１】
　複数のデータパケットセッションに付いて、ワイヤレス通信ネットワークによってポリ
シー規則をユーザ機器に提供する装置であって、
　ワイヤレスデータパケット通信に付いて、ＩＰアドレスを取得することによって、ユー
ザ機器（ＵＥ）に対する第１のインターネットプロトコル（ＩＰ）セッションを確立する
アクセスノードにおけるアクセスポリシー機能と、
　前記ワイヤレスデータパケット通信に付いて、前記第１のセッションの前記ＩＰアドレ
スをホームアドレス（ＨｏＡ）とバインドすることによって、ＵＥに対する第２のＩＰセ
ッションを確立する前記アクセスノードと離れたコアポリシー施行機能と、
　前記第１および第２のＩＰセッションの前記確立と、前記第１のＣｏＡに関係付けられ
たＨｏＡとを具備する通信を受信し、前記２つのセッションを結びつけるポリシー規則機
能と、
　前記第１および第２のＩＰセッションの前記確立を、ポリシー規則機能に通信する前記
コアポリシー施行機能と、
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　前記第２のＩＰセッションの確立または更新に応答して、前記第１のセッションの関連
付けられたＩＰアドレスを、前記ポリシー規則機能に通信する前記コアポリシー施行機能
と、
　前記ポリシー規則がそこで施行される必要がある前記ポリシー施行機能を特定するため
に、前記第１および第２のセッションを結びつけることとを具備する装置。
【請求項２２】
　ホームエージェントにおいて、バインディング更新（ＢＵ）をＵＥから受信するコアゲ
ートウェイを更に具備し、
　前記コアゲートウェイは、クレジット制御要求（ＣＣＲ）を登録されたＩＰアドレスで
もって送信することによって、第１のＩＰセッションの前記確立、および第２のＩＰセッ
ションの前記ＩＰアドレスと前記第１のＩＰセッションに関係付けられたＨｏＡの前記イ
ンスタンス生成を前記ポリシー規則機能に通信する請求項２１記載の装置。
【請求項２３】
　前記ポリシー規則機能は、
　第２のアクセスゲートウェイとの以前のセッションが、前記ＵＥについて存在していた
ことを、前記ポリシー規則機能において更に決定し、
　前記第２のアクセスゲートウェイにおいて、ポリシー規則機能で開始された第２のアク
セスポリシー施行機能への通信を通して、前記以前のセッションを更に変更する請求項２
１記載の装置。
【請求項２４】
　前記ポリシー規則機能は、
　前記以前のセッションを、終了することによって更に変更する請求項２３記載の装置。
【請求項２５】
　前記ホームエージェントは、
　ユーザ機器から前記ポリシー規則機能にフィルタリング情報を更に通信し、
　前記ポリシー規則機能は、前記フィルタリング情報を反映するポリシー規則を更に決定
する請求項２１記載の装置。
【請求項２６】
　ユーザ機器において、ワイヤレス通信ネットワークによって複数のデータパケットセッ
ションを要求する方法であって、
　前記ユーザ機器とネットワーク間のルーティング情報を具備するフィルタリング情報を
通信することと、
　コアポリシー施行機能によって、前記フィルタリング情報を、ホームアドレス（ＨｏＡ
）および少なくとも１つの気付アドレス（ＣｏＡ）とともに、ポリシー規則機能に通信す
ることと、
　アクセスポリシー施行機能において、前記ポリシー規則機能によって、前記ルーティン
グ情報と提供されたＣｏＡとに基づいてポリシー規則を確立することとを具備する方法。
【請求項２７】
　ユーザ機器において、ワイヤレス通信ネットワークによって複数のデータパケットセッ
ションを要求する少なくとも１つのプロセッサであって、
　前記ユーザ機器とネットワーク間のルーティング情報を備えるフィルタリング情報を通
信する第１のモジュールと、
　コアポリシー施行機能によって、前記フィルタリング情報を、ホームアドレス（ＨｏＡ
）および少なくとも１つの気付アドレス（ＣｏＡ）とともに、ポリシー規則機能に通信す
る第２のモジュールと、
　アクセスポリシー施行機能において、前記ポリシー規則機能によって、前記ルーティン
グ情報と提供されたＣｏＡとに基づいてポリシー規則を確立する第３のモジュールとを具
備する少なくとも１つのプロセッサ。
【請求項２８】
　ユーザ機器において、ワイヤレス通信ネットワークによって複数のデータパケットセッ
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ションを要求するコンピュータプログラム製品であって、
　前記ユーザ機器とネットワーク間のルーティング情報を備えるフィルタリング情報を通
信するようにコンピュータにさせるコードの第１のセットと、
　コアポリシー施行機能によって、前記フィルタリング情報を、ホームアドレス（ＨｏＡ
）および少なくとも１つの気付アドレス（ＣｏＡ）とともに、ポリシー規則機能に通信す
るように前記コンピュータにさせるコードの第２のセットと、
　アクセスポリシー施行機能において、前記ポリシー規則機能によって、前記ルーティン
グ情報と提供されたＣｏＡとに基づいてポリシー規則を確立するように前記コンピュータ
にさせるコードの第３のセットと
　を備えるコンピュータ可読記憶媒体
　を具備するコンピュータプログラム製品。
【請求項２９】
　ユーザ機器において、ワイヤレス通信ネットワークによって複数のデータパケットセッ
ションを要求する装置であって、
　前記ユーザ機器とネットワーク間のルーティング情報を備えるフィルタリング情報を通
信する手段と、
　コアポリシー施行機能によって、前記フィルタリング情報を、ホームアドレス（ＨｏＡ
）および少なくとも１つの気付アドレス（ＣｏＡ）とともに、ポリシー規則機能に通信す
る手段と、
　アクセスポリシー施行機能において、前記ポリシー規則機能によって、前記ルーティン
グ情報と提供されたＣｏＡとに基づいてポリシー規則を確立する手段とを具備する装置。
【請求項３０】
　ユーザ機器において、ワイヤレス通信ネットワークによって複数のデータパケットセッ
ションを要求する装置であって、
　ネットワークと、
　ユーザ機器と前記ネットワーク間のルーティング情報を備えるフィルタリング情報を通
信するアクセスノードと、
　ポリシー規則機能と、
　前記フィルタリング情報を、ホームアドレス（ＨｏＡ）および少なくとも１つの気付ア
ドレス（ＣｏＡ）とともに、前記ポリシー規則機能に通信するコアポリシー施行機能と、
　前記ルーティング情報と提供されたＣｏＡとに基づいてポリシー規則を確立する前記ポ
リシー規則機能と、
　前記ポリシー規則を受信するアクセスポリシー施行機能とを具備する装置。
【発明の詳細な説明】
【米国特許法§１１９に基づく優先権】
【０００１】
　本特許の出願は、“移動体ＩＰ複数登録およびＰＣＣ対話”と題する２００８年２月６
日に出願され、その譲受人に譲渡された米国仮特許出願第６１／０２６，６３７号に対し
て優先権の主張をしており、参照によりここに明確に組み込まれている。
【発明の分野】
【０００２】
　本出願に記載された例示的および非限定的な態様は、一般的に、ワイヤレス通信システ
ム、方法、コンピュータプログラム製品とデバイスに関し、更に特定的には、複数の移動
体ＩＰセッションに対するポリシーおよび課金規則および施行についての技法に関する。
【背景】
【０００３】
　ワイヤレス通信システムは、音声、データ、等々のような通信コンテンツの様々なタイ
プを提供するために広く展開されている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソ
ース（例えば、バンド幅や送信電力）を共有することによって、複数のユーザとの通信を
サポートすることが可能な多元接続システムでありうる。そのような多元接続システムの
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例は、コード分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム
、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭ
Ａ）システムを含む。
【０００４】
　一般的に、ワイヤレス多元接続通信システムは、複数のワイヤレス端末に対する通信を
サポートすることが出来る。各端末は、フォワードおよびリバースリンク上の送信を介し
て、１つあるいはそれより多くの基地局と通信する。フォワードリンク（即ち、ダウンリ
ンク）は、基地局から端末への通信リンクを指し、リバースリンク（即ち、アップリンク
）は、端末から基地局への通信リンクを指す。この通信リンクは、単－入力－単－出力、
多－入力－単－出力、または多－入力－多－出力（ＭＩＭＯ）システムを介して確立する
ことが出来る。
【０００５】
　全地球移動体通信システム（ＵＭＴＳ）は、第３世代（３Ｇ）セル電話技術の１つであ
る。地上無線接続ネットワークの短縮形ＵＴＲＡＮは、ＵＭＴＳ無線接続ネットワークを
構成するノードＢおよび無線ネットワークコントローラに対する総称的用語である。この
通信ネットワークは、回線交換からＩＰベースパケット交換までの多数のトラフィックタ
イプを搬送することが出来る。ＵＴＲＡＮは、ＵＥ（ユーザ機器）とコアネットワーク間
の結合性を許容する。ＵＴＲＡＮは、ノードＢ、および無線ネットワークコントローラ（
ＲＮＣ）と呼ばれる基地局を含む。ＲＮＣは、１つあるいはそれより多くのノードＢに対
する制御機能性を提供する。典型的な構成は、複数のノードＢに供される中央オフィス中
に駐在する分離されたＲＮＣノードを有するが、ＢおよびＲＮＣは同一のデバイスでもあ
りうる。それらは物理的に分離されている必要は無いという事実にかかわらず、Ｉｕｂと
して知られたそれらの間の論理インターフェイスがある。ＲＮＣおよびその対応するノー
ドＢは、無線ネットワークサブシステム（ＲＮＳ）と呼ばれる。ＵＴＲＡＮには、１つよ
り多くのＲＮＳが存在しうる。
【０００６】
　３ＧＰＰ　ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）は、将来の要件を処理
するために、ＵＭＴＳ移動体電話標準規格を改善する第３世代パートナーシッププロジェ
クト（３ＧＰＰ）内のプロジェクトに与えられた名称である。ゴールは、効率を改善する
こと、コストを下げること、サービスを改善すること、新規スペクトラム機会を使用する
こと、および他のオープン標準規格との良好な統合を含む。ＬＴＥシステムは、発展した
ＵＴＲＡ（ＥＵＴＲＡ）および発展したＵＴＲＡＮ（ＥＵＴＲＡＮ）仕様のシリーズにお
いて記述される。
【０００７】
　セミパーシステントスケジューリング（ＳＰＳ）は、システム容量を改善するために、
出来る限りオーバーヘッドが小さいようなリソース割り当てをサポートするワイヤレス通
信システムにおいて、周期的トラフィックに対して効率的にリソースを割り当てる技法の
セットである。
【０００８】
　移動体インターネットプロトコル（移動体ＩＰまたはＭＩＰ）は、ワイヤレス通信シス
テムにおいて、移動体デバイスにデータパケットのトランスペアレントルーティングを可
能とする通信プロトコルである。移動体ＩＰプロトコルの下で、デバイスはホームエージ
ェント（ＨＡ）でもって登録することが出来、それを通してデバイスは“ホーム”ＩＰア
ドレスを取得する。ワイヤレス通信ネットワーク内のデバイスの位置に無関係に、データ
パケットをデバイスに、および／またはデバイスからルーティングするために、デバイス
のホームアドレスは、それから使用されうる。通常、移動体デバイスは、最初にＨＡのグ
ローバルＩＰアドレスを発見し、その後、発見されたＩＰアドレスに基づいて、ＨＡとの
セキュリティー関係付けを設定することによって、ＨＡでもって登録することが出来る。
ＨＡに関係付けられると、デバイスは、デバイスの位置および／または状態に関係する更
新をＨＡに合図することが出来る。これらの更新は、データパケットをデバイスに提供す
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るために、デバイスが移動した異なるネットワークのアクセスポイントを介して、ＨＡに
よって、直接的または間接的に使用されうる。
【０００９】
　しかし、移動体ＩＰおよびポリシー課金制御（ＰＣＣ）対話に関して困った問題が持ち
上がる。特に、移動性管理に含まれるエンティティ（即ち、移動体ノードおよびホームエ
ージェント）は、サービスの品質（ＱｏＳ）およびポリシー（即ち、ＰＣＣ）管理、とり
わけＰＣＥＦ（ポリシーおよび課金施行機能）およびＰＣＲＦ（ポリシーおよび課金規則
機能）と、夫々名づけられた管理に含まれるエンティティと異なる。移動体ＩＰが使用さ
れないとき、移動体ノードによって使用されるＩＰアドレスは、ただ１つであり、これは
ＱｏＳ管理エンティティ（即ち、ＰＣＲＦ）に通信される。このアドレスに基づいて、Ｐ
ＣＲＦはシステムにおける正しいＱｏＳを確立する。しかし、移動体ノードがＭＩＰ登録
をＨＡをもって実行するとき、移動体ノードのＩＰアドレスの１つは変りえて、ＱｏＳ管
理エンティティ（即ち、ＰＣＲＦ）は、巻き込まれていないので変更に気付かない。この
状況に基づき、ＰＣＲＦは、移動体ノードによって、どのアドレスが登録されているかを
知らない。そのため、ＰＣＲＦは、夫々のＭＩＰ登録に対して、アクセスゲートウェイに
位置するＰＣＥＦに、どのＰＣＣ規則（例えば、ＩＰフローおよび関係したポリシー）が
送信される必要があるのかを決定出来ない。
【概要】
【００１０】
　以下は、開示された態様の内の幾つかの態様の基礎的な理解を提供するために、単純化
された概要を提示する。この概要は、広範囲な概観ではなく、キーや臨界的エレメントを
特定することも、そのような態様の範囲を叙述することも意図していない。その目的は、
後述される更なる詳細な記述の前置きとして、単純化された形で記述された特徴の幾つか
の概念を提示することである。
【００１１】
　１つあるいはそれより多くの態様およびそれらの対応する開示に従って、様々な態様が
、移動体ノードの１つまたは複数の移動体ＩＰ登録を、ポリシーおよび課金規則機能（Ｐ
ＣＲＦ）をもって様々なアクセスゲートウェイで統合することに関連して記述される。特
に、ポリシーおよび課金規則機能（ＰＣＲＦ）として動作するホームエージェント（ＨＡ
）は、気付アドレス（ＣｏＡ）として登録されたアドレスおよびホームアドレス（ＨｏＡ
）をＰＣＲＦに送信する。これにより、アクセスゲートウェイに対して、正しい関係付け
が、移動体ノードのホームアドレスと、ポリシーおよび課金制御（ＰＣＣ）規則をＰＣＲ
Ｆから夫々のＰＣＥＦに送信するのを訂正するために確立された１つあるいはそれより多
くのＣｏＡとの間でなされる。
【００１２】
　１つの態様において、ワイヤレス通信ネットワークによって、ユーザ機器への複数のデ
ータパケットセッションに対するポリシー規則を提供することに対して、方法がもたらさ
れる。第１のインターネットプロトコル（ＩＰ）セッションは、アクセスノードにおいて
アクセスポリシー施行機能により提供されるＩＰアドレスを取得することによって、ワイ
ヤレスデータパケット通信に対するユーザ機器（ＵＥ）について確立される。第２のＩＰ
セッションは、第１のセッションのＩＰアドレスを、アクセスノードから離れたコアポリ
シー施行機能によって提供されたホームアドレス（ＨｏＡ）とバインドすることによって
、ワイヤレスデータパケット通信に対するＵＥについてインスタンス化される。第１およ
び第２のＩＰセッションの確立は、ポリシー規則機能に通信される。さらに、第２のＩＰ
セッションのインスタンス化において、関連付けられたＣｏＡは、２つのセッションを結
び付けるためにポリシー規則機能に通信される。このようにして、ポリシー規則機能は、
ポリシー施行機能を特定することが出来、ここでサービスの品質（ＱｏＳ）およびポリシ
ー課金制御（ＰＣＣ）規則は施行される必要がある。
【００１３】
　別の態様において、ワイヤレス通信ネットワークによって、ユーザ機器への複数のデー
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タパケットセッションについてポリシー規則を提供することに対して、少なくとも１つの
プロセッサがもたらされる。第１のモジュールは、アクセスノードにおいてアクセスポリ
シー施行機能により提供されるＩＰアドレスを取得することによって、ワイヤレスデータ
パケット通信に対するユーザ機器（ＵＥ）について、第１のインターネットプロトコル（
ＩＰ）セッションを確立する。第２のモジュールは、第１のセッションのＩＰアドレスを
、アクセスノードから離れたコアポリシー施行機能によって提供されたホームアドレス（
ＨｏＡ）とバインドすることによって、ワイヤレスデータパケット通信に対するＵＥにつ
いて、第２のＩＰセッションをインスタンス化する。第３のモジュールは、第１および第
２のＩＰセッションの確立を、ポリシー規則機能に通信する。第４のモジュールは、第２
のＩＰセッションのインスタンス化に応答して第１のセッションの関連付けられたＩＰア
ドレスを、ポリシー規則機能に通信する。第５のモジュールは、ポリシー施行機能を特定
するために第１および第２のセッションを結びつけ、ここでポリシー規則は施行される必
要がある。
【００１４】
　追加の態様において、ワイヤレス通信ネットワークによって、ユーザ機器への複数のデ
ータパケットセッションに対するポリシー規則を提供することに対して、コンピュータプ
ログラム製品がもたらされる。コンピュータ可読記憶媒体は、アクセスノードにおいてア
クセスポリシー施行機能により提供されるＩＰアドレスを取得することによって、コンピ
ュータが、ワイヤレスデータパケット通信に対するユーザ機器（ＵＥ）について、インタ
ーネットプロトコル（ＩＰ）第１セッションを確立するようにするコードの第１のセット
を具備する。コードの第２のセットは、第１のセッションのＩＰアドレスを、アクセスノ
ードから離れたコアポリシー施行機能によって提供されたホームアドレス（ＨｏＡ）とバ
インドすることによって、コンピュータが、ワイヤレスデータパケット通信に対するＵＥ
について、第２のＩＰセッションをインスタンス化するようにするコードの第２のセット
を具備する。コードの第３のセットは、コンピュータが、第１および第２のＩＰセッショ
ンの確立を、ポリシー規則機能に通信するようにする。コードの第４のセットは、第２の
ＩＰセッションのインスタンス化に応答して第１のセッションの関連付けられたＩＰアド
レスを、ポリシー規則機能に通信するようにする。コードの第５のセットは、ポリシー施
行機能を特定するために第１および第２のセッションを結び付けるようにし、ここでポリ
シー規則は施行される必要がある。
【００１５】
　別の追加の態様において、ワイヤレス通信ネットワークによって、ユーザ機器への複数
のデータパケットセッションに対するポリシー規則を提供することに対して、装置がもた
らされる。アクセスノードにおいてアクセスポリシー施行機能により提供されるＩＰアド
レスを取得することによって、ワイヤレスデータパケット通信に対するユーザ機器（ＵＥ
）について、第１のインターネットプロトコル（ＩＰ）セッションを確立するために、手
段がもたらされる。第１のセッションのＩＰアドレスを、アクセスノードから離れたコア
ポリシー施行機能によって提供されたホームアドレス（ＨｏＡ）とバインドすることによ
って、ワイヤレスデータパケット通信に対するＵＥについて、第２のＩＰセッションをイ
ンスタンス化するために、手段がもたらされる。第１および第２のＩＰセッションの確立
を、ポリシー規則機能に通信するために、手段がもたらされる。第２のＩＰセッションの
インスタンス化に応答して第１のセッションの関連付けられたＩＰアドレスを、ポリシー
規則機能に通信するために、手段がもたらされる。ポリシー施行機能を特定するために第
１および第２のセッションを結び付けるために、手段がもたらされ、ここでポリシー規則
は施行される必要がある。
【００１６】
　更なる態様において、ワイヤレス通信ネットワークによって、ユーザ機器への複数のデ
ータパケットセッションに対するポリシー規則を提供することに対して、装置がもたらさ
れる。アクセスノードにおけるアクセスポリシー機能は、ＩＰアドレスを取得することに
よって、ワイヤレスデータパケット通信に対するユーザ機器（ＵＥ）について、第１のイ
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ンターネットプロトコル（ＩＰ）セッションを確立する。アクセスノードから離れたコア
ポリシー施行機能は、第１のセッションのＩＰアドレスを、ホームアドレス（ＨｏＡ）と
バインドすることによって、ワイヤレスデータパケット通信に対するＵＥについて、第２
のＩＰセッションをインスタンス化する。ポリシー規則機能は、第１および第２のＩＰセ
ッションの確立と、第１のＣｏＡに関係付けられ、２つのセッションを結び付けるＨｏＡ
とを具備する通信を受信する。コアポリシー施行機能は、第２のＩＰセッションのインス
タンス化に応答して第１のセッションの関連付けられたＩＰアドレスを、ポリシー規則機
能に通信する。ポリシー規則機能は、ポリシー施行機能を特定するために第１および第２
のセッションを結び付けるようにし、ここでポリシー規則は施行される必要がある。
【００１７】
　更に１つの態様において、ワイヤレス通信ネットワークによって、ユーザ機器において
、ユーザ機器とネットワーク間のルーティング情報を具備するフィルタリング情報を通信
することによって複数のデータパケットセッションを要求するため、コアポリシー施行機
能によって、ポリシー規則機能に、フィルタリング情報とともにホームアドレス（ＨｏＡ
）および少なくとも１つの気付アドレス（ＣｏＡ）を通信するため、および、アクセスポ
リシー施行機能において、ポリシー規則機能によりルーティング情報と提供されたＣｏＡ
とに基づいてポリシー規則を確立するために、方法が提供される。
【００１８】
　更に別の態様において、ワイヤレス通信ネットワークによって、ユーザ機器において、
複数のデータパケットセッションを要求するために、少なくとも１つのプロセッサが提供
される。第１のモジュールは、ユーザ機器とネットワーク間のルーティング情報を具備す
るフィルタリング情報を通信する。第２のモジュールは、コアポリシー施行機能によって
、ポリシー規則機能に、フィルタリング情報とともにホームアドレス（ＨｏＡ）および少
なくとも１つの気付アドレス（ＣｏＡ）を通信する。第３のモジュールは、アクセスポリ
シー施行機能において、ポリシー規則機能によりルーティング情報と提供されたＣｏＡと
に基づいてポリシー規則を確立する。
【００１９】
　更なる追加の態様において、ワイヤレス通信ネットワークによって、ユーザ機器への複
数のデータパケットセッションを要求するために、コンピュータプログラム製品がもたら
される。コンピュータ可読記憶媒体は、ユーザ機器とネットワーク間のルーティング情報
を具備するフィルタリング情報を、コンピュータに通信させるコードの第１のセットを具
備する。コードの第２のセットは、コアポリシー施行機能によって、ポリシー規則機能に
、フィルタリング情報とともにホームアドレス（ＨｏＡ）および少なくとも１つの気付ア
ドレス（ＣｏＡ）を通信させるようにコンピュータをさせる。コードの第３のセットは、
アクセスポリシー施行機能において、ポリシー規則機能によりルーティング情報と提供さ
れたＣｏＡとに基づいて、ポリシー規則を確立するようにコンピュータをさせる。
【００２０】
　更に別の追加の態様において、ワイヤレス通信ネットワークによって、ユーザ機器にお
いて、複数のデータパケットセッションを要求するために、装置がもたらされる。ユーザ
機器とネットワーク間のルーティング情報を具備するフィルタリング情報を通信するため
に、手段がもたらされる。コアポリシー施行機能によって、ポリシー規則機能に、フィル
タリング情報とともにホームアドレス（ＨｏＡ）および少なくとも１つの気付アドレス（
ＣｏＡ）を通信するために、手段がもたらされる。アクセスポリシー施行機能において、
ポリシー規則機能によりルーティング情報と提供されたＣｏＡとに基づいて、ポリシー規
則を確立するために、手段がもたらされる。
【００２１】
　また更なる態様において、ワイヤレス通信ネットワークによって、ユーザ機器において
、複数のデータパケットセッションを要求するために、装置がもたらされる。アクセスノ
ードは、ユーザ機器とネットワーク間のルーティング情報を具備するフィルタリング情報
を通信する。コアポリシー施行機能は、ポリシー規則機能に、フィルタリング情報ととも
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にホームアドレス（ＨｏＡ）および少なくとも１つの気付アドレス（ＣｏＡ）を通信する
。ポリシー規則機能は、ルーティング情報と提供されたＣｏＡとに基づいて、ポリシー規
則を確立する。アクセスポリシー施行機能は、ポリシー規則を受信する。
【００２２】
　前述および関係した目的を完成するために、１つあるいはそれより多くの態様は、以降
十分に記述され、特に請求項において指摘される特徴を具備する。後続の記述および付属
の図面は、例解的態様を詳細に説明し、態様の原理が採用されている様々な方法の内の幾
つかを表示している。他の利点および新規の特徴は、図面との関係で考慮されたとき、以
下の詳細な記述から明白となろう。そして、開示された態様は、全てのそのような態様お
よびそれらの等価物を含むことが意図されている。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
　本開示の特徴、特質、および利点は、図面との関連を考慮したとき、以下に説明される
詳細な記述から更に明白となろう。そこで、同様の参照キャラクタは、全体を通し同様に
特定される。ここで：
【図１】図１は、移動体ＩＰを促進するために、アクセスゲートウェイとコアゲートウェ
イ間で分離されたポリシー施行機能を採用している通信システムのブロック図を叙述する
。
【図２】図２は、クライアントベースの移動性に対するポリシーおよび課金制御（ＰＣＣ
）アーキテクチャのブロック図を叙述する。
【図３】図３は、クライアントベースの移動性に対する１つの態様に従う多元接続ワイヤ
レス通信システムの図を叙述する。
【図４】図４は、クライアントベースの移動性をサポートする通信システムの概略ブロッ
ク図を叙述する。
【図５】図５は、ＰＣＣアーキテクチャおよびクライアントベースの移動性に対する方法
論のタイミング図を叙述する。
【図６】図６は、クライアントベースの移動性をもったＰＣＣアーキテクチャに対するモ
ジュールを有する、ユーザ機器およびベースノードのブロック図を例示する。
【詳細な説明】
【００２４】
　複数のアクセスノードを有するワイヤレス通信システムにおいて、ホームエージェント
（ＨＡ）は、インターネットプロトコル（ＩＰ）セッションが確立されるように移動体ノ
ードに対してホームアドレス（ＨｏＡ）を維持する。移動体ノードが様々なアクセスノー
ドのカバー領域内を移動する際、移動ノードは、ローカルアクセスゲートウェイとのセキ
ュアな関係を確立することが出来、それにより気付アドレス（ＣｏＡ）と呼ばれるローカ
ルＩＰアドレスをＨＡでもって登録することが出来る。それによって、複数セッション（
即ち、直列、並列）が実行されうるように、プロキシ移動体ＩＰ（ＰＭＩＰ）、一般パケ
ット無線サービス（ＧＰＲＳ）トンネリングプロトコル（ＧＴＰ）、移動体ＩＰプロトコ
ルまたは同様のもののようなネットワークベース移動性プロトコルが確立されうる。ポリ
シーおよび課金制御（ＰＣＣ）が維持されるように、ＨＡはポリシーおよび課金規則機能
（ＰＣＲＦ）を通知し、特有のアクセスゲートウェイに対して、ポリシーおよび課金施行
機能（ＰＣＥＦ）に適切なＰＣＣ規則（例えば、ＩＰフローおよび関係するポリシー）を
、代わってそれから送信することが出来る。ＨＡは、特有のインターフェイス上でいかな
るアプリケーションが動作するかについて、移動体ノードによって提供されるフィルタを
更に承知しうる。それによって、ＰＣＥＦにばらまかれたＰＣＣ規則は、このフィルタリ
ング情報を反映することが出来る。
【００２５】
　別の態様において、ネットワークおよび移動体ＩＰブートストラップフェーズへのアタ
ッチ（ａｔｔａｃｈ）の間、２つの異なるポリシーおよび課金制御（ＰＣＣ）セッション
がユーザ機器（ＵＥ）に対して創成される。特に、ＰＣＥＦの機能性は分割される。１つ
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のセッションが、アクセスポリシーおよび課金施行機能（Ａ－ＰＣＥＦ）と、ポリシーお
よび課金規則機能（ＰＣＲＦ）の間で創成され、セッション確立の間、Ａ－ＰＣＥＦによ
って提供される気付アドレス（ＣｏＡ）に拘束される。別のセッションは、コアＰＣＥＦ
（Ｃ－ＰＣＥＦ）と、ＰＣＲＦ間で創成され、セッション確立の間、Ｃ－ＰＣＥＦによっ
て提供されるホームアドレス（ＨｏＡ）に拘束される。ＰＣＣセッションの確立後、ＰＣ
ＲＦはＰＣＣ規則をＡ－ＰＣＥＦおよびＣ－ＰＣＥＦに送信する。Ａ－ＰＣＥＦに送信さ
れた規則は、フロー記述においてＣｏＡ情報も有し、一方、Ｃ－ＰＣＥＦに送信された規
則は、フロー記述においてＨｏＡを有する。ＰＣＲＦは、２つのセッションを、同一のＵ
Ｅに属しているように結び付ける。１つの例解的構成において、サブスクリプションＩＤ
属性値ペア（ＡＶＰ）は、ＵＥの同一性を搬送するように使用されうる。別の構成におい
て、ＣｏＡは、セッション確立またはセッション更新の間、Ｃ－ＰＣＥＦがＨｏＡおよび
ＣｏＡの両方を送信することが可能なように、２つのセッションを結び付けるように使用
することが出来る。
【００２６】
　アクセスＰＣＥＦに対して本出願において記述された態様が、３ＧＰＰ　ベアラ拘束お
よびイベント報告機能（ＢＢＥＲＦ）に取り込まれうることを、本開示の恩恵をもって認
識されるべきである。同様に、コア－ＰＲＥＦに対して本出願において記述された態様は
、３ＧＰＰ　ＰＣＥＦに取り込まれうる。
【００２７】
　しかし、ＵＥが、特有のリンク中で、１つあるいはそれより多くのＣｏＡとして登録さ
れるように構成された複数のアドレスを有しうる状況が生じる。ＰＣＲＦは、必要なとき
に、正しいＰＣＣ規則およびフロー記述子を送信するために、Ａ－ＰＣＥＦによって提供
されたどのアドレスがＣｏＡとして登録されるかを知らねばならない。例えば、そのよう
なＰＣＣ規則およびフロー記述は、アプリケーション機能が受信（Ｒｘ）セッションを変
更し、ＰＣＲＦに、それに従ってサービスの品質（ＱｏＳ）を変更するように告げるとき
に必要となりうる。ＰＣＲＦは、新規のＰＣＣ規則を、Ｒｘセッションに拘束されたＣ－
ＰＣＥＦに送信するが、また、移動体ＩＰ（ＭＩＰ）登録に拘束されたＣｏＡにも送信す
る。
【００２８】
　本出願において使用される用語“コンポーネント”、“モジュール”、“システム”お
よび類似のものは、ハードウェア、ハードウェアとソフトウェアの組み合わせ、ソフトウ
ェア、または実行されるソフトウェアの何れであれ、コンピュータ関連エンティティを言
及することを意図している。例えば、コンポーネントは、限定されることなく、プロセッ
サ上で実行されるプロセス、プロセッサ、オブジェクト、実行可能、実行のスレッド、プ
ログラム、および／またはコンピュータでありうる。例解として、サーバ上で実行される
アプリケーションおよびサーバの両方ともは、コンポーネントでありうる。１つあるいは
それより多くのコンポーネントは、プロセスおよび／または実行のスレッド内に常駐する
ことが出来、コンポーネントは、１つのコンピュータ上に局在化し、および／または２つ
またはそれより多くのコンピュータ間に分布しうる。
【００２９】
　言葉“例示的な”は、本出願において、例として供された、凡例、または例解を意味す
るように使用される。本出願において記述された任意の態様または設計が、他の態様また
は設計よりも好ましいとか、利点があるというように必ずしも解釈されるわけではない。
【００３０】
　さらに、１つあるいはそれより多くのバージョンは、方法、装置、または標準プログラ
ミングを使用した生産品および／またはソフトウェアを生成するエンジニアリング技法、
ファームウェア、ハードウェア、またはそれらの任意の組み合わせとして実現されうる。
本出願において使用される用語“生産品”（または、代替的に、“コンピュータプログラ
ム製品”）は、任意のコンピュータ可読デバイス、キャリア、または媒体からアクセス可
能なコンピュータプログラムを含むことを意図している。例えば、コンピュータ可読媒体
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は、限定ではなく、磁気的記憶デバイス（例えば、ハードディスク、フロッピー（登録商
標）ディスク、磁気的ストリップ．．．）、光学的デバイス（例えば、コンパクトディス
ク（ＣＤ）、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）．．．）、スマートカード、およびフラ
ッシュメモリデバイス（例えば、カード、スティック）を含むことが出来る。追加的に、
搬送波は、電子メールの送信および受信、または、インターネットやローカルエリアネッ
トワーク（ＬＡＮ）のようなネットワークのアクセスにおいて使用されるように、コンピ
ュータ可読電子データを搬送するために採用されうることを認識すべきである。勿論、当
業者は、開示された態様の範囲から逸脱することなく、本構成への多数の変更を認識する
であろう。
【００３１】
　様々な態様が、多数のコンポーネント、モジュール、および類似のものを含みうるシス
テムの形で提示されるであろう。様々なシステムが、追加的なコンポーネント、モジュー
ル、等を含む、および／または、図面との関連で議論された全部のコンポーネント、モジ
ュール、等は含まないということが理解および認識されるであろう。本出願において開示
された様々な態様は、タッチスクリーン表示技術および／またはマウスとキーボード型イ
ンターフェイスを使用するデバイスを含む電子的デバイス上で実行することが出来る。そ
のようなデバイスの例は、コンピュータ（デスクトップおよび移動体）、スマート電話、
パーソナルデジタルアシスタント（ＰＤＡ）、および他の有線およびワイヤレスの両方の
電子的デバイスを含む。
【００３２】
　様々な態様が、今図面を参照しながら記述される。以下の記述において、説明の目的か
ら、数々の特有の詳細は１つあるいはそれより多くの態様の完全な理解をもたらすために
説明される。しかし、様々な態様は、これらの特有の詳細無しに実行することが出来るこ
とは明白であろう。他の例において、良く知られた構造およびデバイスが、これらの態様
の記述を容易化するためにブロック図の形で示される。
【００３３】
　図１を最初に参照すれば、ワイヤレス通信システム１００は、後続または同時の非限定
的移動体インターネットプロトコル（ＩＰ）のようなデータパケットセッション＃１、＃
２　１０６、１０８を確立するために、複数のアクセスノード＃１、＃２（例えば、基地
局）、１１０、１１２をもった、ユーザ機器（ＵＥ）またはアクセス端末とも呼ばれる移
動体ノード１０４に対する移動性をサポートするポリシー制御ネットワーク１０２を具備
する。移動体ノード１０４は、夫々の気付アドレス（ＣｏＡ）１１４、１１６を夫々のア
クセスゲートウェイ１１８、１２０から取得することによって、各セッション１０６、１
０８を確立する。移動体ノード１０４は、アクセスゲートウェイ間を移動する際、関係付
けられたサービスのアクセスを促進するホームアドレス（ＨｏＡ）１２２を有する。その
ために、コアゲートウェイ１２６におけるホームエージェント（ＨＡ）１２４は、例えば
、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ）１２８から利用可能な、あるサービスにアクセ
スするのに必要でありうるＨｏＡ１２２についての情報を維持する。各アクセスノード１
１０、１１２に夫々対する第１および第２のアクセスゲートウェイ１１８、１２０は、各
セッション１０６、１０８を確立するために、コアゲートウェイ１２６と通信することが
出来、ホームエージェント（ＨＡ）１２４は、ＨｏＡ１２２とこれらＣｏＡ１１４、１１
６との関連付けを維持する。
【００３４】
　セルラ通信ネットワーク１３４の一部であるポリシー規則機能１３２は、これらのセッ
ション１０６、１０８に対して、サービスの品質（ＱｏＳ）、課金、等のような目的のた
めに、規則を配布する必要がある。ホームエージェント（ＨＡ）１２４およびコアポリシ
ー施行機能（Ｃ－ＰＣＥＦ）１３６に、これらの関連付けられたＨｏＡ１２２およびＣｏ
Ａ１１４、１１６をポリシー規則機能１３０に通信させるようにすることによって、ポリ
シー規則は、アクセスゲートウェイ１１８、１２０において、夫々のアクセスポリシー施
行機能１３８、１４０に、適切に行き渡らせられる。
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【００３５】
　代替的または追加で、１つの態様において、移動体ノード１０４は、例えば、セッショ
ン＃１インターフェイス１４２およびセッション＃２インターフェイス１４４と叙述され
たどのフローが、どのノードを通してルーティングされるかのように、２つのアクセスノ
ード＃１、＃２　１１０、１１２の可能性を異ならせる利点を利用する固定または移動体
デバイスを示すことが出来る。フィルタコンポーネントは、異なるアクセス１４６を通し
た異なるＩＰフローに対するルーティング情報を取り込む。例えば、１つのノード１１０
は、高バンド幅の加入者サービス（例えば、マルチメディアコンテンツのストリーミング
）が可能であり、一方、他のノード１１２は、非加入者、低バンド幅ＩＰメッセージング
サービスが可能である。ホームエージェント（ＨＡ）１２４は、このフローの異なるルー
ティングに関する情報を都合よく取得することが出来、その情報をポリシー規則機能１３
２に、ポリシー規則が夫々のセッション１０６、１０８に対して適切であるように通信す
ることが出来る。
【００３６】
　図２において、ワイヤレス通信システム２０２のポリシー課金制御（ＰＣＣ）アーキテ
クチャ２００は、複数のＩＰアドレス（例えば、ＣｏＡ、ＨｏＡ）を必要とするユーザ機
器（ＵＥ）２０４間の移動体通信に拡張される。特に、２つの異なるポリシーおよび課金
施行機能（ＰＣＥＦ）、特に３ＧＰＰ　アクセスゲートウェイ（ＧＷ）２１２、および２
つの非３ＧＰＰアクセスノード２１４、２１６に夫々位置するアクセスＰＣＥＦ２０６、
２０８、２１０と、４０２パケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲートウェイ（“コア
”ＧＷ）２２２においてホームエージェント（ＨＡ）２２０に位置するコアＰＣＥＦ２１
８が提供される。ＰＤＮ　ＧＷ２２２およびＨＡ２２０は、通信事業者のＩＰサービス２
２４および３ＧＰＰ（ＡＡＡ）サーバ２２６に、夫々ＳＧｉインターフェイスおよびＳ６
ｃインターフェイスを介してインターフェイスされる。ＵＥ２０４は、夫々、各アクセス
ノード２１２、２１４、２１６を介して、４０２ＰＤＮ　ＧＷ２２２とＳ２ｃインターフ
ェイスを形成する。ポリシーおよび課金規則機能（ＰＣＲＦ）２２８は、夫々、Ｓ７ａイ
ンターフェイスを介してＡ－ＰＤＥＦ２１２、２１４、２１６と、Ｓ７ｃを介してＣ－Ｐ
ＤＥＦ２１８と通信する。インターフェイスＳ７ａおよびＳ７ｃは、ＰＣＥＦの機能性を
コアとアクセスＰＣＥＦに分離するのに都合の良い相違を反映することが出来る。
【００３７】
　音声、データ等々のような様々なタイプの通信コンテンツを提供するためにワイヤレス
通信システムが広く展開されていることが認識されるべきである。これらのシステムは、
利用可能なシステムリソース（例えば、帯域および送信パワー）を共有することによって
、複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元接続システムでありうる。その
ような多元接続システムは、コード分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続
（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、３ＧＰＰ　ＬＴＥシ
ステム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムを含む。
【００３８】
　一般的に、ワイヤレス多元接続通信システムは、複数のワイヤレス端末に対する通信を
同時にサポートすることが出来る。各端末は、１つあるいはそれより多くの基地局と、フ
ォワードおよびリバースリンク上の送信を介して通信する。フォワードリンク（即ちダウ
ンリック）は、基地局から端末への通信リンクを指し、リバースリンク（即ちアップリン
ク）は、端末から基地局への通信リンクを指す。この通信リンクは、単－入力－単－出力
、多－入力－単－出力、または多－入力－多－出力（ＭＩＭＯ）システムを介して確立す
ることが出来る。
【００３９】
　ＭＩＭＯシステムは、データ送信に対して、複数（ＮＴ）送信アンテナおよび複数（Ｎ

Ｒ）受信アンテナを採用する。ＮＴ個の送信およびＮＲ個の受信アンテナによって形成さ
れたＭＩＭＯチャネルは、ＮＳ個の独立チャネルに分解されえて、これは空間チャネルと
も呼ばれ、ここでＮＳ≦ｍｉｎ｛ＮＴ、ＮＲ｝である。ＮＳ個の独立のチャネルの各々は
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、次元に対応する。ＭＩＭＯシステムは、複数の送信および受信アンテナによって創成さ
れた追加の次元が使用される場合、改良された性能（例えば、より高いスループットおよ
び／またはより大きな信頼性）を提供することが出来る。
【００４０】
　ＭＩＭＯシステムは、時分割複信（ＴＤＤ）および周波数分割複信（ＦＤＤ）システム
をサポートする。ＴＤＤシステムにおいて、フォワードおよびリバースリンク送信は、相
反定理が、リバースリンクチャネルからフォワードリンクチャネルの推定が出来るように
同一の周波数領域上にある。これにより、複数のアンテナがアクセスポイントにおいて利
用可能なとき、アクセスポイントがフォワードリンク上で送信ビーム形成利得を抽出する
ことが可能となる。
【００４１】
　図３を参照しながら、１つの態様に従う多元接続ワイヤレス通信システムが例解される
。アクセスポイント４５０（ＡＰ）は、１つは４５４および４５６を含み、別のものは４
５８および４６０を含み、そして追加のものは４６２および４６４を含む複数のアンテナ
群を含む。図３において、各アンテナ群に対して２つのアンテナのみが示されているが、
それより多いまたは少ないアンテナが、各アンテナ群に対して使用されうる。アクセス端
末（ＡＴ）４６６は、アンテナ４６２および４６４と通信しており、ここでアンテナ４６
２および４６４は、フォワードリンク４７０によってアクセス端末４６６に情報を送信し
、また、リバースリンク４６８によってアクセス端末４６６から情報を受信する。アクセ
ス端末４７２は、アンテナ４５６および４５８と通信しており、ここでアンテナ４５６お
よび４５８は、フォワードリンク４７６によってアクセス端末４７２に情報を送信し、ま
た、リバースリンク４７４によってアクセス端末４７２から情報を受信する。ＦＤＤシス
テムにおいて、通信リンク４６８、４７０、４７４および４７６は、通信に対して異なる
周波数を使用しうる。例えば、フォワードリンク４７０は、リバースリンク４６８によっ
て使用されたのと異なる周波数を使用しうる。通信するように設計されたアンテナの各群
および／または領域は、しばしば、アクセスポイント４５０のセクタと呼ばれる。１つの
態様において、アンテナ群は各々、アクセスポイント４５０によってカバーされる領域の
セクタ中で、アクセス端末４６６、４７２と通信するように設計される。
【００４２】
　フォワードリンク４７０および４７６による通信において、アクセスポイント４５０の
送信アンテナは、異なるアクセス端末４６６、４７４に対するフォワードリンクの信号対
雑音比を改善するためにビーム形成を使用する。また、アクセスポイントのカバレージに
渡ってランダムに散在するアクセス端末に送信するためにビーム形成を使用しているアク
セスポイントは、単一のアンテナを通して全てのアクセス端末に送信を行うアクセスポイ
ントと比べ、より少ない干渉を隣接するセル中のアクセス端末に引き起こす。
【００４３】
　アクセスポイント４５０は、端末と通信するために使用される固定局でありえて、また
、アクセスポイント、ノードＢ、または他の何らかの術語で呼ばれうる。アクセス端末４
６６、４７２は、ユーザ機器（ＵＥ）、ワイヤレス通信デバイス、端末、アクセス端末ま
たは他の何らかの術語とも呼ばれうる。
【００４４】
　図４は、ＭＩＭＯシステム５００における（アクセスポイントとしても知られている）
送信システム５１０、および（アクセス端末としても知られている）受信システム５５０
の態様のブロック図である。送信システム５１０において、多数のデータストリームに対
するトラフィックデータが、データソース５１２から送信（ＴＸ）データプロセッサ５１
４に提供される。
【００４５】
　ある態様において、各データストリームは夫々の送信アンテナによって送信される。Ｔ
Ｘデータプロセッサ５１４は、各データストリームに対して、コーディングされたデータ
を提供するために、そのデータストリームに対して選択された特有のコーディングスキー
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ムに基づいて、トラフィックデータをフォーマットし、コーディングし、およびインター
リーブする。
【００４６】
　各データストリームに対して、コーディングされたデータは、ＯＦＤＭ技法を使用して
パイロットデータと多重化されうる。パイロットデータは、典型的には、チャネル応答を
推定するために受信機システムにおいて使用することが出来、知られた方法で処理される
知られたデータパターンである。各データストリームに対する多重化されたパイロットお
よびコーディングされたデータは、それから、変調シンボルを提供するために、そのデー
タストリームに対して選択された特有の変調スキーム（例えば、ＢＰＳＫ、ＱＳＰＫ、Ｍ
－ＰＳＫ、またはＭ－ＱＡＭ）に基づいて変調され（即ち、シンボルマップされ）る。各
データストリームに対するデータレート、コーディング、および変調は、プロセッサ５３
０によって実行される命令によって決定されうる。
【００４７】
　全てのデータストリームに対するシンボル変調は、それからＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ
５２０に提供され、プロセッサは、更に変調シンボル（例えば、ＯＦＤＭに対して）を処
理することが出来る。ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ５２０は、それからＮＴ個の変調シンボ
ルストリームを、ＮＴ個の送信機（ＴＭＴＲ）５２２ａから５２２ｔまでに提供する。あ
る構成において、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ５２０は、データストリームのシンボルと、
シンボルがそれから送信されるアンテナにビーム形成ウェイトを適用する。
【００４８】
　各送信機５２２は、１つあるいはそれより多くのアナログ信号を提供するために、夫々
のシンボルを受信し、処理する。そして、ＭＩＭＯチャネルによって送信するのに適した
変調された信号を提供するために、更にアナログ信号を条件付け（例えば、増幅、フィル
タ、およびアップコンバート）する。送信機５２２ａから５２２ｔまでからのＮＴ個の変
調された信号は、それから、５２４ａから５２４ｔまでのＮＴ個のアンテナから、送信さ
れる。
【００４９】
　受信機システム５５０において、変調されて送信された信号は、ＮＲ個のアンテナ５５
２ａから５５２ｒまでによって受信され、各アンテナ５５２から受信された信号は、夫々
の受信機（ＲＣＶＲ）５５４ａから５５４ｒまでに提供される。各受信機５５４は、受信
された夫々の信号を条件付けし（例えば、フィルタリングし、増幅し、およびダウンコン
バートし）、サンプルを提供するために条件付けられた信号をデジタル化し、対応する“
受信された”　シンボルストリームを提供するために更にサンプルを処理する。
【００５０】
　ＲＸデータプロセッサ５６０は、それからＮＲ個の受信機５５４から受信されたＮＲ個
のシンボルストリームを受信し、特有の受信機処理技法に基づいて、ＮＴ個の“検出され
た”シンボルストリームを提供するために処理する。ＲＸデータプロセッサ５６０は、そ
れから、データストリームに対するトラフィックデータを再生するために、各検出された
シンボルストリームを、復調し、デインターリーブし、およびデコードする。ＲＸデータ
プロセッサ５６０によって処理することは、送信機システム５１０において、ＴＸ　ＭＩ
ＭＯプロセッサ５２０およびＴＸデータプロセッサ５１４によって実行されるのと相補的
である。
【００５１】
　プロセッサ５７０は、（以下に論議される）どの前コーディングマトリックスを使用す
るかを周期的に決定する。プロセッサ５７０は、マトリックスインデックス部分とランク
値部分を具備するリバースリンクメッセージを定式化する。
【００５２】
　リバースリンクメッセージは、通信リンクおよび／または受信されたデータストリーム
に関する様々な型の情報を具備することが出来る。リバースリンクメッセージは、それか
ら、多数のデータストリームに対するトラフィックデータを、データ源５３６から受信も
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するＴＸデータプロセッサ５３８によって処理され、変調器５８０によって変調され、送
信機システム５１０に送り返される。
【００５３】
　送信機システム５１０において、受信機システム５５０からの変調された信号は、アン
テナ５２４によって受信され、受信機５２２によって条件付けられ、復調器５４０によっ
て復調され、受信機システム５５０によって送信されたリバースリンクメッセージを抽出
するためにＲＸデータプロセッサによって処理される。プロセッサ５３０は、それから、
ビーム形成ウェイトを決定するために、どの前コーディングマトリックスを使用するかを
決定し、そして抽出されたメッセージを処理する。
【００５４】
　ある態様において、論理チャネルは、制御チャネルとトラフィックチャネルに分類され
る。論理制御チャネルは、システム制御情報に対するＤＬチャネルであるブロードキャス
ト制御チャネル（ＢＣＣＨ）を具備する。ページング制御チャネル（ＰＣＣＨ）は、ペー
ジング情報を転送するＤＬチャネルである。マルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ）は
、マルチメディアブロードキャストとマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）スケジューリ
ング、および、１つまたは幾つかのＭＴＣＨに対する制御情報を送信するのに使用される
、ポイントツー複数ポイントＤＬチャネルである。一般的に、ＲＲＣ接続を確立した後、
このチャネルは、ＭＢＭＳ（留意：古いＭＣＣＨ＋ＭＳＣＨ）を受信するＵＥによって使
用されるのみである。専用制御チャネル（ＤＣＣＨ）は、専用制御情報を送信し、ＲＲＣ
接続を有するＵＥによって使用されるポイントツーポイント双方向チャネルである。１つ
の態様において、論理トラフィックチャネルは、専用トラフィックチャネル（ＤＴＣＨ）
を具備し、これはポイントツーポイント双方向チャネルであり、ユーザ情報の転送に対し
て１つのＵＥに専用される。加えて、マルチキャストトラフィックチャネル（ＭＴＣＨ）
は、トラフィックデータの送信に対して、ポイントツー複数ポイントＤＬチャネルである
。
【００５５】
　ある態様において、搬送チャネルは、ＤＬおよびＵＬに分類される。ＤＬ搬送チャネル
は、ブロードキャストチャネル（ＢＣＨ）、ダウンリンク共有データチャネル（ＤＬ－Ｓ
ＤＣＨ）およびページングチャネル（ＰＣＨ）を具備し、ＰＣＨは、ＵＥパワー節約（Ｄ
ＲＸサイクルは、ＵＥへのネットワークによって示される）をサポートし、セル全体にブ
ロードキャストされ、他の制御／トラフィックチャネルに対して使用されうるＰＨＹ源に
マップされる。ＵＬ搬送チャネルは、ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）、要求チャ
ネル（ＲＥＱＣＨ）、アップリンク共有データチャネル（ＵＬ－ＳＤＣＨ）、および複数
のＰＨＹチャネルを具備する。ＰＨＹチャネルは、ＤＬチャネルおよびＵＬチャネルのセ
ットを具備する。
【００５６】
　ＤＬ　ＰＨＹチャネルは、共有パイロットチャネル（ＣＰＩＣＨ）；同期チャネル（Ｓ
ＣＨ）；共通制御チャネル（ＣＣＣＨ）；共有ＤＬ制御チャネル（ＳＤＣＣＨ）；マルチ
キャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ）；共有ＤＬ制御チャネル（ＳＵＡＣＨ）；受信確認チ
ャネル（ＡＣＫＣＨ）；ＤＬ物理共有データチャネル（ＤＬ－ＰＳＤＣＨ）；ＵＬパワー
制御チャネル（ＵＰＣＣＨ）；ページングインディケータチャネル（ＰＩＣＨ）；ロード
インディケータチャネル（ＬＩＣＨ）；を具備し、ＵＬ物理チャネルは、物理ランダムア
クセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）；チャネル品質インディケータチャネル（ＣＱＩＣＨ）；
受信確認チャネル（ＡＣＫＣＨ）；アンテナサブセットインディケータチャネル（ＡＳＩ
ＣＨ）；共有要求チャネル（ＳＲＥＱＣＨ）；ＵＬ物理共有データチャネル（ＵＬ－ＰＳ
ＤＣＨ）；ブロードバンドパイロットチャネル（ＢＰＩＣＨ）を具備する。
【００５７】
　図５において、複数の移動体ＩＰセッションに対して提供されているＰＣＣ規則を提供
するためにＳ２ｃハンドオーバーおよびフロー記述子に対する方法論６００が叙述される
。ＵＥ６０２は、アクセスゲートウェイ＃１（Ａ－ＧＷ－１）６０４（ブロック６０６）
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に接続されている。ＵＥ６０２は、６１０で叙述されたアクセス認証を、アクセスゲート
ウェイ＃２（Ａ－ＧＷ－２）６０８に対して実行し、“コアＰＤＮ　ＧＷ”とも呼ばれる
パケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲートウェイ６１６を介して、認証、許可および
アカウンティング（ＡＡＡ）／ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）６１４でもって、認証と許
可（ブロック６１２）を実行することによって、次にセキュアな接続の実行を完成する。
ＵＥ６０２は、それから、Ａ－ＧＷ－２　６０８からのローカルＩＰアドレス（ＣｏＡ）
を要求することが出来る。新規ＩＰ－ＣＡＮ（インターネットプロトコル接続性アクセス
ネットワーク）セッションが、リンクにおいてＵＥ６０２によって構成された全てのＩＰ
アドレスを含めることによって、Ａ－ＧＷ－２　６０８において、新規アクセス－ＰＣＥ
Ｆ６２０によって確立（インスタンス生成）される（ブロック６２２）。
【００５８】
　例示的な態様において、これは、６２６で叙述されたように、ＣｏＡをＩＰ－ＣＡＮセ
ッションとリンクして、インターネットエンジニアリングタスクフォース（ＩＦＴＦ）ダ
イアミタ（ＲＦＣ３５８８）クレジット制御要求（ＣＣＲ）メッセージをＰＣＲＦ６２４
に送信するＡ－ＰＣＥＦ６２０によって提供される。ＰＣＲＦ６２４は、規則決定を行う
ことによって応答する（ブロック６２８）。ブロック６３０において叙述されるように、
ＰＣＲＦ６２４は、ＵＥ６０２によってサービスの中断が経験されていないように、ＰＣ
Ｃ規則に付いて決定する際、どのサービスが継続中かの入力として好都合に考えられる。
ＰＣＲＦ６２４は、６３２で叙述されたように、ダイアミタクレジット制御回答（ＣＣＡ
）を送信することによって、Ａ－ＧＷ－２　６０８を供給する。Ａ－ＧＷ－２　６０８に
おいて、Ａ－ＰＣＥＦ６２０は、ＰＣＣ規則をインストールする（ブロック６３４）。Ａ
－ＧＷ－２　６０８は、６３６において叙述されたようにローカルＩＰアドレス（ＣｏＡ
）応答をＵＥ６０２に送信する。ＵＥ６０２は、６３８において叙述されたように、バイ
ンディング更新（ＢＵ）を、ＵＥ６０２に対するホームアドレス（ＨｏＡ）とともに新規
ＣｏＡを含む４２０ＰＤＮ　ＧＷ６１６に提供する。
【００５９】
　４０２ＰＤＮ　ＧＷ６１６におけるホームエージェント（ＨＡ）６４０は、ＨｏＡおよ
びＣｏＡ間の関連を追跡し続ける。コアＰＣＥＦ（Ｃ－ＰＣＥＦ）６４２は、またＰＤＮ
　ＧＷ６１６において、正しいＰＣＣ規則がＡ－ＰＣＥＦ６２０に送信されるように、Ｈ
Ａ６４０において登録されたＣｏＡを、ＰＣＲＦ６２４に提供するために、ＩＰ－ＣＡＮ
セッション変更（ｍｏｄｉｆｉｃａｔｉｏｎ）を実行する。そのために、６４６で叙述さ
れるように、４０２ＰＤＮ　ＧＷ６１６は、ＨｏＡおよびＣｏＡを含むダイアミタＣＣＲ
を、ＰＣＲＦ６２４に送信する。ＰＣＲＦ６２４は、ＩＰ－ＣＡＮセッションを、ＰＵＬ
Ｌ　ＩＰ－ＣＡＮセッション変更によるように、存在しているアプリケーション機能（Ａ
Ｆ）セッションにバインドする（ブロック６４８）。ＰＣＲＦ６２４は、ＰＣＣ規則の決
定（ブロック６５０）を行い、６５２において叙述されるようにダイアミタＣＣＡでもっ
て応答する。４０２ＰＤＮ　ＧＷ（コアＧＷ）６１６は、ＰＣＣ規則をインストール（ブ
ロック６５４）し、６５６において叙述されるように、バインディング受領確認をＵＥ６
０２に送信する。ＰＣＲＦ－初期化されたＩＰ－ＣＡＮセッション終了または変更は、６
５８において叙述されるように、Ａ－ＧＷ－１　６０４において、ＰＣＲＦ６２４とＡ－
ＰＣＥＦ６６０の間で、適切になされる。
【００６０】
　図６において、拡張されたベースノード（ｅＮＢ）は、ＰＣＣアーキテクチャ内のクラ
イアントベースの移動性に対する複数のワイヤレスＩＰセッションをコンピュータが実行
するようにさせるコードのセットのような手段を提供するコンピューティングプラットフ
ォーム７０２を有する。特に、コンピューティングプラットフォーム７０２は、ポリシー
および課金制御（ＰＣＣ）目的について、ＵＥ７００のホームアドレス（ＨｏＡ）に関連
付けられる必要がある複数の気付アドレス（ＣｏＡ）を有するようなセッションをサポー
トする。特に、コンピューティングプラットフォーム７０２は、プロセッサ７２０によっ
て実行される複数のモジュール７０６－７１２を記憶するコンピュータ可読記憶媒体（例
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えば、メモリ）７０４を含む。プロセッサ７２０によって制御される変調器７２２は、ア
ンテナ７２６によって放射されるダウンリンク信号を送信機７２４に対して準備するため
に変調する。受信機７２８は、アンテナ７２６からアップリンク信号を受信し、これは復
調器７２８によって復調され、プロセッサ７２０にデコーディングのために提供される。
特に、手段（例えば、モジュール、コードのセット）７０６は、アクセスノードにおいて
、アクセスポリシー施行機能によって提供されたＩＰアドレスを取得することによって、
ワイヤレスデータパケット通信に対して、ユーザ機器（ＵＥ）に付いて第１のインターネ
ットプロトコル（ＩＰ）セッションを確立するために提供される。手段（例えば、モジュ
ール、コードのセット）７０８は、アクセスノードから離れたコアポリシー施行機能によ
って提供されたホームアドレス（ＨｏＡ）に第１のセッションのＩＰアドレスをバインド
することによって、ワイヤレスデータパケット通信に対して、ユーザ機器（ＵＥ）に付い
て第２のＩＰセッションをインスタンス生成するために提供される。手段（例えば、モジ
ュール、コードのセット）７１０は、第１および第２のＩＰセッションの確立をポリシー
規則機能に通信するために提供される。手段（例えば、モジュール、コードのセット）７
１２は、第２のＩＰセッションのインスタンス生成に応答して、第１のセッションの関連
付けられたＩＰアドレスをポリシー規則機能に通信するために提供される。第１および第
２のセッションは、ポリシー施行機能を識別するために結び付けられ、ここでポリシー規
則は施行される必要がある。１つの態様において、サービスの品質（ＱｏＳ）とポリシー
および課金制御（ＰＣＣ）規則が施行される必要がある場合、ポリシー施行機能を識別す
るために、２つのセッションは結び付けられる。
【００６１】
　続けて図６を参照すると、ユーザ機器（ＵＥ）７５０は、ＰＣＣアーキテクチャ内のク
ライアントベースの移動性に対する複数のワイヤレスＩＰセッションをコンピュータが要
求するようにさせるコードのセットのような手段を提供するコンピューティングプラット
フォーム７５２を有する。特に、コンピューティングプラットフォーム７５２は、ポリシ
ーおよび課金制御（ＰＣＣ）目的について、ＵＥ７５０のホームアドレス（ＨｏＡ）に関
連付けられる必要がある複数の気付アドレス（ＣｏＡ）を有するようなセッションをサポ
ートする。特に、コンピューティングプラットフォーム７５２は、プロセッサ７７０によ
って実行される複数のモジュール７５６－７６０を記憶するコンピュータ可読記憶媒体（
例えば、メモリ）７５４を含む。プロセッサ７７０によって制御される変調器７７２は、
アンテナ７７６によって、７７７において叙述されるようにｅＮＢ７００に放射されるア
ップリンク信号を送信機７７４に対して準備する。受信機７７８は、アンテナ７７６から
ｅＮＢ７００からのダウンリンク信号を受信し、これは復調器７７８によって復調され、
プロセッサ７７０にデコーディングのために提供される。特に、手段（例えば、モジュー
ル、コードのセット）７５６は、異なるアクセスを通した異なるインターネットプロトコ
ル（ＩＰ）に対するルーティング情報を具備するネットワークフィルタリング情報へのユ
ーザ機器からの通信用である。手段（例えば、モジュール、コードのセット）７５８は、
コアポリシー施行機能から受信した第１のポリシー規則に従う第１のアクセスゲートウェ
イからの通信を受信するために提供される。手段（例えば、モジュール、コードのセット
）７６０は、アクセスポリシー施行機能において受信した第２のポリシー規則に従う第２
のアクセスゲートウェイからの通信を受信するために提供される。ここでネットワークは
、ホームアドレス（ＨｏＡ）および少なくとも１つの気付アドレス（ＣｏＡ）とともに、
ポリシー規則機能へのコアポリシー施行機能によってフィルタリング情報を通信し、ルー
ティング情報と提供されたＣｏＡに基づき、ポリシー規則機能によってリソースを確立す
る。
【００６２】
　上述されたことは、様々な態様の例を含む。勿論、様々な態様を記述する目的に対して
、考えられうるコンポーネントの全ての組み合わせや方法論を記述することは出来ないが
、当業者は、更なる多数の組み合わせや順列が可能であることを認識することが出来る。
従って、主題の明細書は、付属の請求項の精神と範囲内に入る、それらの改変、変更、お
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よびバリエーションの全てを包含することを意図している。
【００６３】
　特に、そして様々な上述のコンポーネンツ、デバイス、回路、システムおよび同様のも
のの機能に関して、そのようなコンポーネンツを記述するために使用された（“手段”と
の参照も含めた）用語は、他のように示されない限り、構造的には開示された構造と等価
でなくとも、本出願において例解された例示的な態様で実行される記述されたコンポーネ
ンツの特有の機能を実行する（例えば、機能的に等価な）任意のコンポーネンツに対応す
ることを意図している。この点において、また、様々な態様はシステムを含むとともに、
様々な方法の行動および／またはイベントを実行させるコンピュータ実行可能な命令を有
するコンピュータ可読媒体を含むことが認識されるであろう。
【００６４】
　加えて、幾つかの実現の１つのみに関して特別な特徴が開示されているが、そのような
特徴は、任意の所定の、または特別の応用に対して望まれ、そして利点があるような場合
、１つあるいはそれより多くの他の特徴と組み合わせうる。そのために、用語“含む”お
よび“含んでいる”およびその変更は、詳細な記述や請求項において使用されるが、ある
意味では、用語“具備する”と同様な意味を含むことが意図される。更に、詳細な記述や
請求項において使用される用語“または”は、“非排他的または”を意味しうる。
【００６５】
　認識されうるように、更に、様々な開示されたシステムおよび方法の部分は、人工知能
、機械学習、またはコンポーネンツに基づく知識や規則、プロセス、手段、方法論、また
はメカニズム（例えば、サポートベクトル機械、神経ネットワーク、エキスパートシステ
ム、ベイジアンビリーフネットワーク、ファジー論理、データフュージョンエンジン、分
類子．．．）を含むまたは構成されうる。そのようなコンポーネンツは、なかんずく、シ
ステムおよび方法の部分を、より適応性があるとともに効率的かつインテリジェントにす
るために、コンポーネンツによって実行されるあるメカニズムやプロセスを自動化するこ
とが出来る。制限ではなく例として、拡張されたＲＡＮ（例えば、アクセスポイント、ｅ
ノードＢ）は、ロバストまたは増補チェックフィールドが採用されるとき、推論や予測が
出来る。
【００６６】
　上述の例示的なシステムを考慮して、開示された主題に従って実現されうる方法論は、
幾つかのフロー図を参照しながら記述されてきた。説明の簡略化の目的のために、方法論
はブロックの続きで示され記述されてきたが、請求される主題は、幾つかのブロックが、
本出願において叙述され記述されたのとは異なる順序で起こり、および／または他のブロ
ックと同時に起こるように、ブロックの順序によって制限はされないことが理解され、認
識されるであろう。更に、本出願において記述された方法論を実現するために、全ての例
解されたブロックが必要でもありえない。加えて、本出願において記述された方法論は、
方法論をコンピュータに搬送や転送を促進するために、生産品に記憶することも更に可能
であることが認識されるべきである。本出願において使用された用語、生産品は、コンピ
ュータ可読デバイス、キャリア、または媒体からアクセス可能なコンピュータプログラム
を包含することが意図される。
【００６７】
　本出願に参照として組み込まれたと言われる、いかなる特許、公報、または開示材料の
全部または一部も、その取り込まれた材料が、本開示において説明された、存在する定義
、ステートメント、または他の開示材料と矛盾しない範囲でのみ取り込まれることが認識
されるべきである。従って、必要な範囲において、本出願において明示的に説明された開
示は、参照によって本出願に取り込まれた矛盾する材料に取って代わる。本出願に参照と
して組み込まれたと言われる、いかなる材料、またはその一部であり、その取り込まれた
材料が、本開示において説明された、存在する定義、ステートメント、または他の開示材
料と矛盾する材料は、取り込まれた材料と存在する開示材料間で矛盾が生じない範囲にお
いてのみ取り込まれるであろう。
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　以下に、本出願時の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　[１]
　複数のデータパケットセッションに付いて、ワイヤレス通信ネットワークによってポリ
シー規則をユーザ機器に提供する方法であって、
　ワイヤレスデータパケット通信に付いて、アクセスノードにおいて、アクセスポリシー
施行機能によって提供されたＩＰアドレスを取得することによって、ユーザ機器（ＵＥ）
に対する第１のインターネットプロトコル（ＩＰ）セッションを確立することと、
　前記ワイヤレスデータパケット通信に付いて、前記第１のセッションの前記ＩＰアドレ
スを、前記アクセスノードと離れたコアポリシー施行機能によって提供されたホームアド
レス（ＨｏＡ）とバインドすることによって、ＵＥに対する第２のＩＰセッションをイン
スタンス生成することと、
　前記第１および第２のＩＰセッションの前記確立を、ポリシー規則機能に通信すること
と、
　前記第２のＩＰセッションのインスタンス生成に応答して、前記第１のセッションの関
連付けられたＩＰアドレスを、前記ポリシー規則機能に通信することと、
　前記ポリシー規則がそこで施行される必要がある前記ポリシー施行機能を特定するため
に、前記第１および前記第２のセッションを結びつけることとを具備する方法。
　　[２]
　ホームエージェントにおいて、バインディング更新（ＢＵ）をＵＥから受信することと
、
　クレジット制御要求（ＣＣＲ）を登録されたＩＰアドレスでもって送信することによっ
て、第１のＩＰセッションの前記確立、および第２のＩＰセッションと前記第１のＩＰセ
ッションの前記ＩＰアドレスに関係付けられたＨｏＡの前記インスタンス生成を前記ポリ
シー規則機能に通信することとを更に具備する前記[１]記載の方法。
　　[３]
　第２のアクセスゲートウェイとの以前のセッションが、前記ＵＥについて存在していた
ことを、前記ポリシー規則機能において決定することと、
　前記第２のアクセスゲートウェイにおいて、ポリシー規則機能で開始された第２のアク
セスポリシー施行機能への通信を通して、前記以前のセッションを変更することとを更に
具備する前記[１]記載の方法。
　　[４]
　前記以前のセッションを、終了することによって変更することを更に具備する前記[３]
記載の方法。
　　[５]
　ユーザ機器から前記ポリシー規則機能にフィルタリング情報を通信することと、
　前記フィルタリング情報を反映するポリシー規則を決定することとを更に具備する前記
[１]記載の方法。
　　[６]
　複数のデータパケットセッションに付いて、ワイヤレス通信ネットワークによってポリ
シー規則をユーザ機器に提供する少なくとも１つのプロセッサであって、
　ワイヤレスデータパケット通信に付いて、アクセスノードにおいて、アクセスポリシー
施行機能によって提供されたＩＰアドレスを取得することによって、ユーザ機器（ＵＥ）
に対する第１のインターネットプロトコル（ＩＰ）セッションを確立する第１のモジュー
ルと、
　前記ワイヤレスデータパケット通信に付いて、前記第１のセッションの前記ＩＰアドレ
スを、前記アクセスノードと離れたコアポリシー施行機能によって提供されたホームアド
レス（ＨｏＡ）とバインドすることによって、ＵＥに対する第２のＩＰセッションを確立
する第２のモジュールと、
　前記第１および第２のＩＰセッションの前記確立を、ポリシー規則機能に通信する第３
のモジュールと、
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　前記第２のＩＰセッションの確立または更新に応答して、前記第１のセッションの前記
関連付けられたＩＰアドレスを、前記ポリシー規則機能に通信する第４のモジュールと、
　前記ポリシー規則がそこで施行される必要がある前記ポリシー施行機能を特定するため
に、前記第１および第２のセッションを結びつける第５のモジュールとを具備する少なく
とも１つのプロセッサ。
　　[７]
　ホームエージェントにおいて、バインディング更新（ＢＵ）をＵＥから受信することと
、
　クレジット制御要求（ＣＣＲ）を登録されたＩＰアドレスでもって送信することによっ
て、第１のＩＰセッションの前記確立、および第２のＩＰセッションと前記第１のＩＰセ
ッションに関係付けられたＨｏＡの前記インスタンス生成を前記ポリシー規則機能に通信
することとを更に具備する前記[６]記載の少なくとも１つのプロセッサ。
　　[８]
　第２のアクセスゲートウェイとの以前のセッションが、前記ＵＥについて存在していた
ことを、前記ポリシー規則機能において決定するモジュールと、
　前記第２のアクセスゲートウェイにおいて、ポリシー規則機能で開始された第２のアク
セスポリシー施行機能への通信を通して、前記以前のセッションを変更するモジュールと
を更に具備する前記[６]記載の少なくとも１つのプロセッサ。
　　[９]
　前記以前のセッションを、終了することによって変更することを更に具備する前記[８]
記載の少なくとも１つのプロセッサ。
　　[１０]
　ユーザ機器から前記ポリシー規則機能にフィルタリング情報を通信するモジュールと、
　前記フィルタリング情報を反映するポリシー規則を決定するモジュールとを更に具備す
る前記[６]記載の少なくとも１つのプロセッサ。
　　[１１]
　複数のデータパケットセッションに付いて、ワイヤレス通信ネットワークによってポリ
シー規則をユーザ機器に提供するコンピュータプログラム製品であって、
　ワイヤレスデータパケット通信に付いて、アクセスノードにおいて、アクセスポリシー
施行機能によって提供されたＩＰアドレスを取得することによって、ユーザ機器（ＵＥ）
に対する第１のインターネットプロトコル（ＩＰ）セッションを確立するようにコンピュ
ータにさせるコードの第１のセットと、
　前記ワイヤレスデータパケット通信に付いて、前記第１のセッションの前記ＩＰアドレ
スを、前記アクセスノードと離れたコアポリシー施行機能によって提供されたホームアド
レス（ＨｏＡ）とバインドすることによって、ＵＥに対する第２のＩＰセッションを確立
するように前記コンピュータにさせるコードの第２のセットと、
　前記第１および第２のＩＰセッションの確立を、ポリシー規則機能に通信するように前
記コンピュータにさせるコードの第３のセットと、
　前記第２のＩＰセッションの前記確立または更新に応答して、前記第１のセッションの
前記関連付けられたＩＰアドレスを、前記ポリシー規則機能に通信するように前記コンピ
ュータにさせるコードの第４のセットと、
　前記ポリシー規則がそこで施行される必要がある前記ポリシー施行機能を特定するため
に、前記第１および第２のセッションを結びつけるように前記コンピュータにさせるコー
ドの第５のセットと
　を備えるコンピュータ可読記憶媒体
　を具備するコンピュータプログラム製品。
　　[１２]
　ホームエージェントにおいて、バインディング更新（ＢＵ）をＵＥから受信するように
前記コンピュータにさせるコードのセットと、
　クレジット制御要求（ＣＣＲ）を登録されたＩＰアドレスでもって送信することによっ
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て、第１のＩＰセッションの前記確立、および第２のＩＰセッションと前記第１のＩＰセ
ッションの前記ＩＰアドレスに関係付けられたＨｏＡの前記インスタンス生成を前記ポリ
シー規則機能に通信するように前記コンピュータにさせるコードのセットとを更に具備す
る前記[１１]記載のコンピュータプログラム製品。
　　[１３]
　第２のアクセスゲートウェイとの以前のセッションが、前記ＵＥについて存在していた
ことを、前記ポリシー規則機能において、決定するように前記コンピュータにさせるコー
ドのセットと、
　前記第２のアクセスゲートウェイにおいて、ポリシー規則機能で開始された第２のアク
セスポリシー施行機能への通信を通して、前記以前のセッションを変更するように前記コ
ンピュータにさせるコードのセットとを更に具備する前記[１１]記載のコンピュータプロ
グラム製品。
　　[１４]
　前記以前のセッションを、終了することによって変更するように前記コンピュータにさ
せるコードのセットを更に具備する前記[１３]記載のコンピュータプログラム製品。
　　[１５]
　ユーザ機器から前記ポリシー規則機能フィルタリング情報に通信するように前記コンピ
ュータにさせるコードのセットと、
　前記フィルタリング情報を反映するポリシー規則を決定するように前記コンピュータに
させるコードのセットとを更に具備する前記[１１]記載のコンピュータプログラム製品。
　　[１６]
　複数のデータパケットセッションに付いて、ワイヤレス通信ネットワークによってポリ
シー規則をユーザ機器に提供する装置であって、
　ワイヤレスデータパケット通信に付いて、アクセスノードにおいて、アクセスポリシー
施行機能によって提供されたＩＰアドレスを取得することによって、ユーザ機器（ＵＥ）
に対する第１のインターネットプロトコル（ＩＰ）セッションを確立する手段と、
　前記ワイヤレスデータパケット通信に付いて、前記第１のセッションの前記ＩＰアドレ
スを、前記アクセスノードと離れたコアポリシー施行機能によって提供されたホームアド
レス（ＨｏＡ）とバインドすることによって、ＵＥに対する第２のＩＰセッションを確立
する手段と、
　前記第１および第２のＩＰセッションの前記確立を、ポリシー規則機能に通信する手段
と、
　前記第２のＩＰセッションの確立または更新に応答して、前記第１のセッションの前記
関連付けられたＩＰアドレスを、前記ポリシー規則機能に通信する手段と、
　前記ポリシー規則がそこで施行される必要がある前記ポリシー施行機能を特定するため
に、前記第１および第２のセッションを結びつける手段とを具備する装置。
　　[１７]
　ホームエージェントにおいて、バインディング更新（ＢＵ）をＵＥから受信する手段と
、
　クレジット制御要求（ＣＣＲ）を登録されたＩＰアドレスでもって送信することによっ
て、第１のＩＰセッションの前記確立、および第２のＩＰセッションと前記第１のＩＰセ
ッションの前記ＩＰアドレスに関係付けられたＨｏＡの前記インスタンス生成を前記ポリ
シー規則機能に通信する手段とを更に具備する前記[１６]記載の装置。
　　[１８]
　第２のアクセスゲートウェイとの以前のセッションが、前記ＵＥについて存在していた
ことを、前記ポリシー規則機能において決定する手段と、
　前記第２のアクセスゲートウェイにおいて、ポリシー規則機能で開始された第２のアク
セスポリシー施行機能への通信を通して、前記以前のセッションを変更する手段とを更に
具備する前記[１６]記載の装置。
　　[１９]
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　前記以前のセッションを、終了することによって変更することを更に具備する前記[１
８]記載の装置。
　　[２０]
　ユーザ機器から前記ポリシー規則に機能フィルタリング情報を通信する手段と、
　前記フィルタリング情報を反映するポリシー規則を決定する手段とを更に具備する前記
[１６]記載の装置。
　　[２１]
　複数のデータパケットセッションに付いて、ワイヤレス通信ネットワークによってポリ
シー規則をユーザ機器に提供する装置であって、
　ワイヤレスデータパケット通信に付いて、ＩＰアドレスを取得することによって、ユー
ザ機器（ＵＥ）に対する第１のインターネットプロトコル（ＩＰ）セッションを確立する
アクセスノードにおけるアクセスポリシー機能と、
　前記ワイヤレスデータパケット通信に付いて、前記第１のセッションの前記ＩＰアドレ
スをホームアドレス（ＨｏＡ）とバインドすることによって、ＵＥに対する第２のＩＰセ
ッションを確立する前記アクセスノードと離れたコアポリシー施行機能と、
　前記第１および第２のＩＰセッションの前記確立と、前記第１のＣｏＡに関係付けられ
たＨｏＡとを具備する通信を受信し、前記２つのセッションを結びつけるポリシー規則機
能と、
　前記第１および第２のＩＰセッションの前記確立を、ポリシー規則機能に通信する前記
コアポリシー施行機能と、
　前記第２のＩＰセッションの確立または更新に応答して、前記第１のセッションの関連
付けられたＩＰアドレスを、前記ポリシー規則機能に通信する前記コアポリシー施行機能
と、
　前記ポリシー規則がそこで施行される必要がある前記ポリシー施行機能を特定するため
に、前記第１および第２のセッションを結びつけることとを具備する装置。
　　[２２]
　ホームエージェントにおいて、バインディング更新（ＢＵ）をＵＥから受信するコアゲ
ートウェイを更に具備し、
　前記コアゲートウェイは、クレジット制御要求（ＣＣＲ）を登録されたＩＰアドレスで
もって送信することによって、第１のＩＰセッションの前記確立、および第２のＩＰセッ
ションの前記ＩＰアドレスと前記第１のＩＰセッションに関係付けられたＨｏＡの前記イ
ンスタンス生成を前記ポリシー規則機能に通信する前記[２１]記載の装置。
　　[２３]
　前記ポリシー規則機能は、
　第２のアクセスゲートウェイとの以前のセッションが、前記ＵＥについて存在していた
ことを、前記ポリシー規則機能において更に決定し、
　前記第２のアクセスゲートウェイにおいて、ポリシー規則機能で開始された第２のアク
セスポリシー施行機能への通信を通して、前記以前のセッションを更に変更する前記[２
１]記載の装置。
　　[２４]
　前記ポリシー規則機能は、
　前記以前のセッションを、終了することによって更に変更する前記[２３]記載の装置。
　　[２５]
　前記ホームエージェントは、
　ユーザ機器から前記ポリシー規則機能にフィルタリング情報を更に通信し、
　前記ポリシー規則機能は、前記フィルタリング情報を反映するポリシー規則を更に決定
する前記[２１]記載の装置。
　　[２６]
　ユーザ機器において、ワイヤレス通信ネットワークによって複数のデータパケットセッ
ションを要求する方法であって、
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　前記ユーザ機器とネットワーク間のルーティング情報を具備するフィルタリング情報を
通信することと、
　コアポリシー施行機能によって、前記フィルタリング情報を、ホームアドレス（ＨｏＡ
）および少なくとも１つの気付アドレス（ＣｏＡ）とともに、ポリシー規則機能に通信す
ることと、
　アクセスポリシー施行機能において、前記ポリシー規則機能によって、前記ルーティン
グ情報と提供されたＣｏＡとに基づいてポリシー規則を確立することとを具備する方法。
　　[２７]
　ユーザ機器において、ワイヤレス通信ネットワークによって複数のデータパケットセッ
ションを要求する少なくとも１つのプロセッサであって、
　前記ユーザ機器とネットワーク間のルーティング情報を備えるフィルタリング情報を通
信する第１のモジュールと、
　コアポリシー施行機能によって、前記フィルタリング情報を、ホームアドレス（ＨｏＡ
）および少なくとも１つの気付アドレス（ＣｏＡ）とともに、ポリシー規則機能に通信す
る第２のモジュールと、
　アクセスポリシー施行機能において、前記ポリシー規則機能によって、前記ルーティン
グ情報と提供されたＣｏＡとに基づいてポリシー規則を確立する第３のモジュールとを具
備する少なくとも１つのプロセッサ。
　　[２８]
　ユーザ機器において、ワイヤレス通信ネットワークによって複数のデータパケットセッ
ションを要求するコンピュータプログラム製品であって、
　前記ユーザ機器とネットワーク間のルーティング情報を備えるフィルタリング情報を通
信するようにコンピュータにさせるコードの第１のセットと、
　コアポリシー施行機能によって、前記フィルタリング情報を、ホームアドレス（ＨｏＡ
）および少なくとも１つの気付アドレス（ＣｏＡ）とともに、ポリシー規則機能に通信す
るように前記コンピュータにさせるコードの第２のセットと、
　アクセスポリシー施行機能において、前記ポリシー規則機能によって、前記ルーティン
グ情報と提供されたＣｏＡとに基づいてポリシー規則を確立するように前記コンピュータ
にさせるコードの第３のセットと
　を備えるコンピュータ可読記憶媒体
　を具備するコンピュータプログラム製品。
　　[２９]
　ユーザ機器において、ワイヤレス通信ネットワークによって複数のデータパケットセッ
ションを要求する装置であって、
　前記ユーザ機器とネットワーク間のルーティング情報を備えるフィルタリング情報を通
信する手段と、
　コアポリシー施行機能によって、前記フィルタリング情報を、ホームアドレス（ＨｏＡ
）および少なくとも１つの気付アドレス（ＣｏＡ）とともに、ポリシー規則機能に通信す
る手段と、
　アクセスポリシー施行機能において、前記ポリシー規則機能によって、前記ルーティン
グ情報と提供されたＣｏＡとに基づいてポリシー規則を確立する手段とを具備する装置。
　　[３０]
　ユーザ機器において、ワイヤレス通信ネットワークによって複数のデータパケットセッ
ションを要求する装置であって、
　ネットワークと、
　ユーザ機器と前記ネットワーク間のルーティング情報を備えるフィルタリング情報を通
信するアクセスノードと、
　ポリシー規則機能と、
　前記フィルタリング情報を、ホームアドレス（ＨｏＡ）および少なくとも１つの気付ア
ドレス（ＣｏＡ）とともに、前記ポリシー規則機能に通信するコアポリシー施行機能と、
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　前記ルーティング情報と提供されたＣｏＡとに基づいてポリシー規則を確立する前記ポ
リシー規則機能と、
　前記ポリシー規則を受信するアクセスポリシー施行機能とを具備する装置。

【図１】 【図２】
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